
令 和 ８ 年 ４ 月 1 0 日
教 育 課 程 部 会
国 語 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ
資 料 １

国語科におけるICT活用等について

第８回国語ワーキンググループの議題

議題
(１)

議題
(２) 高等学校国語科の現状と課題について
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国語科におけるICT活用等について議題
(１)
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ワーキンググループにおける検討事項・論点①

（２）国語科の指導と評価の改善・充実のあり方
  デジタル学習基盤の活用や情報活用能力の育成強化を前
提とした、国語科における「主体的・対話的で深い学び」の一
層の充実を図るための方策の具体化

１．教育課程企画特別部会の議論を踏まえた検討事項
（２）学習内容に関する課題を踏まえた検討の方向性
①国語科として育成が求められる資質・能力のあり方
エ．デジタル・情報社会で氾濫する誤情報に対応できる能力の育成
  デジタル化の負の側面も顕在化する中、多様な情報や意見
（生成AIによるものも含む）の中から、正確で信頼できるもの
や、根拠や論理の展開が妥当なものを見極める力を育成するこ
とが重要

２．国語科に関する課題を踏まえた固有の検討事項

（３）その他
 デジタル学習基盤を支える文字入力の扱い

（例）
•   小学校低学年で学習の一部に、キーボードに触れてローマ字で入力
してみることを取り入れることを通じた、国語科や他教科等で育む言語
能力、情報活用能力の向上

令 和 7 年 ９ 月 2 9 日
第 １ 回 国 語 W G
資 料 １
（Ｐ．４,６,7の該当部分抜粋）
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１．基本的な考え方
 国語科においても、デジタル学習基盤を最大限活用して一人一人の豊かな学びを

充実させる視点が重要であり、効果的な活用の一層の推進を図る必要。
 特に生成AIについては、発達段階を考慮しつつ学習指導要領に示す資質・能力

の育成に寄与するか、教育活動の目的を達成するかという観点を踏まえた上で効
果的な利活用を進めるべき。

 このような考え方の下、文字入力の習得を含む言語能力、情報活用能力の習
得・活用・発展に向け、デジタル学習基盤を学習過程に効果的に取り入れる方向
で検討してはどうか。

２．改善の方向性
 国語科の学習において、誤情報に対応できる文章を読み解く力、物事を批判的

に考察する力、根拠や論理の展開が妥当なものを見極める力等は、児童生徒に
主体的・対話的で深い学びを充実させるためには重要であり、これらの観点も踏ま
えた資質・能力の見直しを行うこととしてはどうか。

 その際、 AI活用は、発達段階を踏まえつつ、最終的には児童生徒が自ら考え、判
断し、成果物の内容を自らの言葉で説明し責任を持つという考え方の下、学習活
動を展開するとともに評価の改善を図ることを当面の基本的考え方としてはどうか。

（補足イメージ１参照）

※更なる技術の進展など情報技術の変動性や陳腐化の可能性を踏まえた対応を行う必要があることにも留意

 また、学びに向かう力、人間性等を育む観点からも、自己調整をしながら主体的
に学習を進めていくため、端末等の効果的な活用イメージを国語科の学習過程に
沿って整理してはどうか。（補足イメージ２参照）

 さらに、デジタル学習基盤を支える「コンピュータで文字を書くこと」の体験について、
情報・技術ＷＧでの議論も踏まえ、小学校２年生から書くことの一環としてローマ
字入力に慣れる時間を確保することを、内容の取扱いで示してはどうか。（p.13参考
資料参照）

※授業の想定としては、端末を使用する際に認証コードを入力したり、「書くこと」の学習の一部で表現する際に、
ローマ字入力したりすることが考えられる。

 論点整理では、「デジタル学習基盤を活用した学
習改善は一定程度進んでいるが、地域間・学校間
の格差が大きい。学習指導要領の記述が不十分
であることがGIGAスクール構想推進上の課題となっ
ている」ことや、「学習者の学習ツールとしての発想に
立った記載が学習指導要領にないことが、授業改
善の推進にあたっての課題になっている」等、デジタ
ル学習基盤の活用が前提となっていないことが指摘
されている。

 国語科においては、一人一台端末の導入により、
文書や発表資料等の作成、情報検索、動画視
聴・撮影等で活用する実践が広がっている。一方、
深い学びにつながっていない授業も散見される。

 また、ブラウザに生成AIが実装され、検索結果の
最上部にAIによる要約が表示される中、その内容
を単純にコピー＆ペーストしている実態等も散見さ
れる。このような中で、収集する情報の妥当性を確
認するとともに、 AIに頼って自らの思考を経ていない
成果物は通用しないような評価の工夫を行うことも
喫緊の課題となっている。

 文字入力指導においては、授業時間外を中心と
してアプリ等を活用したローマ字入力の練習を低学
年から先取りして行っている学校がある一方で、十
分に取組が進んでいない学校も見受けられ、学校
間・教師間格差が広がっている。

4

現状と課題 改善イメージ



【高等学校】
情報を整理し活用する資質・能力について、小・中で身に付けたことを基
盤として、実社会で誤情報に対応したり批判的に考察したりすることがで
きる力へと高める。また、生成AIが社会生活に組み込まれている現状を
踏まえ、その利便性とリスクの双方を十分に理解した上で、これを有用な
道具として適切に活用できる力を育む。

【中学校】
小学校での学習を踏まえ、〔知識及び技能〕「情報と情報との関係」、「情
報の信頼性」を発展的な内容として再整理するとともに、それらを活用して
正確で信頼できるものや、根拠や論理の展開が妥当なものを見極めながら思
考・判断・表現する力の育成を充実させ、各教科等の学習に寄与する。

【小学校】
〔知識及び技能〕「情報と情報との関係」を中心として指導事項の再
整理を図るとともに、「情報の信頼性」を新規事項として位置付け、各
教科等の学習に寄与する情報の整理の仕方を指導する。

第7回 教育課程部会 情報・技術ワーキンググループ【資料２】参照

国語科におけるデジタル学習基盤を活用した情報活用能力の育成の在り方  

国語科でデジタル学習基盤を活用する際の
情報活用能力の育成イメージ

国語科におけるAI活用を含めたデジタル学習基盤を活用した情報活用能力の育成の在り方として、学校段階、他教科等との関係において、
次のように整理してはどうか。

補足イメージ１

＜AI活用に関する当面の基本的考え方＞
AI活用は、発達段階を踏まえつつ、最終的には児童生徒が自ら考え、

判断し、成果物の内容を自らの言葉で説明し責任を持つという考え方の
下、学習活動を展開するとともに評価の改善を図る
※更なる技術の進展など情報技術の変動性や陳腐化の可能性を踏まえた対応を行う
必要があることにも留意

国語科における「主体的・対話的で深い学び」の一層の充実を図る
ため、以下のように系統的に指導
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話すこと話し合うこと 書くこと読むこと
聞くこと

学
習
過
程

領
域

話すこと・聞くこと
表現理解

（第４回国語WG資料を一部加工）

• 情報過多にならないよう、収集した情報に対する吟味・解釈等を通して、適切に扱えるようになること・壁打ちの答えに対する自分の考えの形成（鵜吞みにしないこと）
• 問いをもつことの重要性、人間性の確保（過度な依存）・資料の効果の検討、資料づくり自体が目的化しないこと
• 相互参照等によるプライバシー保護・目的に応じたタイピング入力と手書き文字との使い分けの意識（低学年の文字獲得、字形認識の妨げにならないように留意）

「構造と内容の理解・解釈」「考えの形成」「表現・推敲」の学習過程に沿って、生成AI等を含むデジタル学習基盤を人間性を損ねることなく使いこなせるよ
うに、デジタル学習基盤を支える文字入力の習得を含む言語能力、情報活用能力の習得・活用・発展に向けて学習過程に効果的に取り入れる。

「構造と内容の理解・解釈」
AIチャットボットとのやり取りを参考にし、作品を多角的
な視点で捉え、解釈を深めている。
「考えの形成」
解釈についてのAIチャットボットとのやりとりや他者との
対話を通して、自分の考えを深めている。

「考えの形成」
AI音声認識サービスを活用して実際の話合いから瞬
時に生成したテキスト記録を振り返り、自他の話し方・
聞き方を分析し、改善点を明確にして再度話し合うこ
とで、合意形成に向けた話合いを行えるようになった。

「考えの形成」
学習の観点が明確化されたことで、何を意識して発
表の練習をすればよいか理解できた。
「表現・推敲」
自分たちの文脈に落とし込み具体的に考えることで発
表の見直しが進み、よりよい表現を求められている。

デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
の
環
境
整
備

活
用
の
日
常
化

デジタル学習基盤を活用した学習過程における整理  補足イメージ２

構造と内容の
理解・解釈

考えの形成

構造と内容の
理解・解釈

考えの形成

考えの形成 考えの形成

表現・推敲 表現・推敲
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考えの形成

考えの形成

表現・推敲

課題が明確になることで、改善
策が見つけられた。

②学級で考えた改善策を
自分たちの発表内容に当て
はめることで、もう一度発表
内容を振り返り、伝えたい大
事なところはどこかを考えるこ
とができた。

③発表内容について深く理
解できたことで、「大事なとこ
ろ」を意識してゆっくり大きく
伝えようという練習ができた。

①前時までの練習の様子の動
画を振り返ることで、本時に学
習すべき視点を獲得させ、見
通しをもって学習に取り組める
ようにしている。

学習履歴を振り返ることで、本時の学習課題を明確にしている。そのことで、発表をよりよくするためにどう発声したらよいかなど、行為を磨くことで解決
を図ろうと考えていた児童が、発表内容を深く考えることが発表するというパフォーマンスをよりよくすることに必要であるということに気付き、全体で考えた
改善策を個別具体の文脈に当てはめ、伝えたい大事なところを改めて考えることができた。これらは試行錯誤しながら学習調整を図っている姿であり、
「主体的・対話的で深い学び」の一層の充実が図られている。

小学校 第４学年 国語
単元名「調べて分かったことを、相手に伝わるように話そう」

学習の焦点化

学びの深まりの実感

参考資料

※文部科学省webサイトで紹介しているICT活用事例https://www.mext.go.jp/studxstyle/index.html -
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中学校 第３学年 国語
単元名 「互いの意見を生かして話し合おう」

次時への足場かけ

学習の焦点化

学びの深まりの実感

AI音声認識サービスを活用することで、話合いの過程では話し合うことに集中する一方、話合いを終えた後には自動的に生成されたテキスト記録を
基に自他の話し方・聞き方をじっくりと振り返ることができる。また、その振り返りを、次時の話合いへの足場として生かし、学習目標を焦点化して再度
話し合う場面が設けられており、自らの学習を調整し、学びの深まりが実感できる単元となっている。また、各グループの話合いの状況は、リアルタイム
で更新されるテキスト記録により確認できるため、教師は必要に応じて論点の整理や進行の仕方などについてグループごとに適切な支援を行うこともで
きる。デジタル学習基盤が主体的・対話的で深い学びを支える環境を整えているといえる。 

※文部科学省webサイトで紹介しているICT活用事例
https://www.mext.go.jp/studxstyle/index.html -
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個
別
最
適
な
学
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が
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れ
て
い
る
。

デジタル学習基盤の一つであるAIチャットボットを利用することで、一人一人のペースやスタイルに合わせた学習において、自分に合った思考の深
め方が選択できるようになっている。また、クラウド内にワークシート等を共有することで相互参照を可能にするなど、学習を自己調整する環境が整
えられている。そのため、生徒一人一人が自立した学習者となっている。また、「参考の一つである」「誤りがあることもある」ことなど、AIチャットボット
を利用する時の注意点を事前に確認したうえで活用している点も重要である。

個人学習に入る前に、何を
学ぶのかを教師と生徒全員
が、必ず共通理解する。AI
チャットボットの出力について
は、あくまで「参考の一つであ
る」「誤りがあることもある」こと
を認識して使用するよう指導
する。

グループでの協議が、自分とは
異なる視点での解釈を知る貴
重な場である事を理解し、自
分と異なる解釈や考え方につ
いては、質問や議論をすること
で自分の考え方をさらに深める
ことができるようにする。

構造と内容の
理解・解釈

考えの形成

高等学校 第１学年 「言語文化」 
単元名「古典作品の解釈をとおして、自らの考えを深める」

学びの深まりの実
感

次時への足場

学習の焦点化

※文部科学省webサイトで紹介しているICT活用事例https://www.mext.go.jp/studxstyle/index.html -
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学習方略がうまく働きよりよい学習成果に結
びつくよう、自身の学習過程の計画・把握・
調整・振り返り等を適切に行う方略

自己の学習状況を把握（メタ認知）し
ながら方略を工夫して学習を進める

学習結果の原因・理由や方略の効果等に
ついて振り返り、次の学習につなげる

目標の設定や、効果的に進める工夫（方
略）などの計画を行い、興味や自信をもつ

＞＞予見（学習前）

遂行（学習中）

内省（学習後）

学習方略 メタ認知的方略動機づけ方略

◆子供が自ら学習を調整しながら学びを進めるための学校現場の実践例（単元内自由進度学習を含む、自治体や学校の事例等を基に記載）

• 子どもが自分の力で学ぶことができ、自らにとって
学びやすいものを選択できる多様な材料の提供

• 子どもの特性や学習スタイルに応じて選択できる
多様な学習材料の提供

• 学習の見通しを持つことや学習の進捗状況の把
握、学習の振返りがしやすい学習材の開発 等

• 安心して学習に取り組める空間づくり
• デジタル学習基盤も活用しながら、生徒間や外

部との協働を通じた学びの深まりや、生徒自身が
学習に必要な情報に必要なタイミングでのアクセ
スを可能とする 環境づくり 等

• 子供達が意欲的に取り組むことができ、全ての子供が
育成したい資質・能力を育むことができるような単元や
題材の設計

• 単元全体の目標や内容、流れを子どもと共有すること
で学習の見通しの明確化

• 個別・協働・一斉といった学習活動の効果的な配置

質の高い学習を開始・継続することが
できるよう、自らの動機づけ（モチベー
ション）や感情を整える方略

学習内容をよりよく理解し、定着させ
ることができるよう学習中の情報処理
の方法等を工夫する方略

◆自己調整学習のサイクルや、それを促進する要素等に関する研究上の知見

「自己調整学習」
3つのサイクルを自律的に
循環させ、学びを深める

◯自己調整学習のサイクル

◯自己調整学習の効果を高める方略の例

直接的な指導 間接的な指導 学習環境設定の工夫
◯方略の指導に関する類型

「～しましょう」等の形で発揮させたい方
略を直接的に指導

「～したいときはどうすればよいか」等の
形で、方略を間接的に気づかせる

教師による指導は行わず、子供自身が自然
と方略を工夫するような学習環境を整える

自己調整学習の効
果を高め、学習成果
に繋がりやすくする

子供達の方略
の工夫・発揮を
支える

参考資料⑧参照

参考資料⑨参照

単元や題材の設計 多様な学習材料の提供
足場かけの準備 学習環境の整備

参考資料⑪参照

（Zimmerman&Schunk(2001))を基に作成）

（Usher&Schunk(2018))を基に作成）

（Dignath et al. (2022)) を基に作成）
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※研究では、教師による方略の直接的な教授の有効性が示されている

令 和 7 年 1 2 月 1 5 日
教 育 課 程 部 会
総 則 ・ 評 価 特 別 部 会
資 料 １ - 1 （ Ｐ ． 5 ）
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現状・課題と検討の方向性

小学校低学年における情報活用能力育成の現状・課題

現行の小学校学習指導要領の総則においては、情報
活用能力の育成を図るため、「児童がコンピュータで文字
を入力するなどの学習の基盤として必要となる情報手段
の基本的な操作を習得するための学習活動」を各教科
等の特質に応じて、計画的に実施するよう規定されてい
る

例えば文字入力については、小学校の総合的な学習の
時間で基本的な操作の習得について規定されているほ
か、小学校３年生国語のローマ字の指導と関連が図ら
れるよう配慮することが規定され指導なされている。しか
し、小学校１・２年生でも文字入力を指導している学校
もあり、取組に差がある

一方で、前述のような一部学習活動を除き、低学年を
含む小学校段階において、教科等に情報活用能力の育
成に係る明確な位置づけがなく、授業時数や指導内容
の具体が示されていないため、全体として地域や学校によ
る差が大きい

検討の前提・方向性

第二回情報・技術WGにおいて示された「情報活用能力として育成すべ
き資質・能力を体系的に整理するイメージ」や小学校低学年の方向性
を基に情報活用能力育成のあり方を検討する必要

 この際、今回「情報の領域（仮称）」を付加することとなった総合的な
学習の時間は第３学年から履修されることを踏まえ、低学年（第１学
年、第２学年）で育成すべき情報活用能力がどの教科等と関連付け
られるのかという観点に留意する必要がある

【検討事項・論点（第１回 情報・技術WG資料）】
（２）小学校段階の情報活用能力育成の改善及び教育内容の充
実のあり方

 また、「情報の領域（仮称）」につながる、低学年における情報活
用能力の向上あり方についても検討してはどうか

【論点・検討の方向性（第２回 情報・技術WG資料） 】
小中高校段階を通じた情報活用能力の体系的・抜本的な教育内容
の充実のあり方
 特に小学校低学年に関しては、発達の段階を踏まえ、「③特性の

理解」は、「①活用」を通して体験的に初歩的なものを学ぶこととす
るとともに、「②適切な取扱い」についても同様に「①活用」を通して
体験的に学ぶ中で一体的に扱う方向性としてはどうか

令 和 7 年 1 1 月 1 0 日
情報・技術WG、生活・総合WG
合 同 開 催
資 料 １ （ Ｐ ． 2 7 ）
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具体的な論点・検討の方向性

 タイピングによる文字のキーボード入力については、下記の諸点を踏まえ、例えば、国語科で、ひらがな、カタカナを学んだ後、２年生で文
字を書くことの学習の一環として、ローマ字による文字入力を体験することとしてはどうか
３年生でアルファベット、ローマ字50音、ローマ字入力の全てを学習することの負担感があること
デジタル学習基盤が整備された中、１・２年生で無理なく文字入力を指導している学校もあり、取組に差が生じていること
文字を書くという国語科としての資質・能力を育む中で、付随的に情報活用能力としても育成することが見込まれること
情報端末を「書く道具」として自然に扱えるようになり、以降の各教科等でのデジタル学習基盤を活用した学習活動の中で表現や記

録の手段として生かしたり、３年生以降の探究的な学びへ円滑につなげたりすることが期待できること（第2学年で文字入力を体験
的に行うことの意義等について国語科WGにおいても検討）

 「機器・アプリケーションの基本操作」については、低学年においては、特に身体性を大切にしながら、「写真（動画）を撮る」「録音（録
画）する」「動画等を視聴する」 「絵を描く」 「図形を操作し動かす」など、各教科等での目標を達成する観点からデジタルに慣れ親しむ
体験的な活動を行う中で学ぶこととし、３年生以降の、総合的な学習の時間に付加される情報の領域（仮称）を中心とする学びに
接続することとしてはどうか

（３）「②適切な取扱い」「③特性の理解」の学習活動 【補足イメージ】

 「基本的な操作」の中で学ぶ「②適切な取扱い」や「③特性の理解」の具体については、例えば、自身の情報端末のIDやパスワードは
他人に教えないこと、情報端末を正しい姿勢で使用すること、許可なく他人の写真や動画を撮らないことなどを各教科等における情報
端末を使った体験的な学習活動の中で一体的に学んでいくことが考えられる
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情報・技術WG、生活・総合WG
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資 料 １ （ Ｐ ． 2 9 ）

参考資料



１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

小学校低学年における情報活用能力の育成イメージ

デジタルに体験的に慣れ親しむ デジタル学習基盤を効果的に活用する

国語

児童の実態に即した簡易な文字入力（手書き
入力、キーボード入力、タッチパネル入力等）

総合的な学習の時間・情報の領域（仮称）

書くことの一環と
してローマ字入力
を体験 各教科等

デジタル学習基盤を活用した学習活動の中で、文字入力を学ぶ

探究的な学びを一層充実する観点から、タイピングを含めた
文字入力について学ぶ

各教科等

総合的な学習の時間・情報の領域（仮称）
低学年での体験を土台として、

情報技術の活用を学ぶ中で機器・アプリケーションの基本操作を学ぶ各教科等の目標を達成する観点から、
体験的に慣れ親しむ

（学習活動の例）
生活：植物の観察をする際に、写真を撮って保存する
算数：身の回りのものを写真に撮り、図形を重ねて描画

 し、形の特徴を掴む
音楽：自分たちの歌唱や演奏を記録して視聴する
図画工作：自分の活動を写真に撮って振り返る 等

低学年での体験や総合情報の領域（仮称）での学習を生かしつつ、
各教科等の目標を達成する観点から機器・アプリケーションを活用

 「基本的な操作」について、「コンピュータで文字を書くこと」と、「機器・アプリケーションの基本操作」の
２つに整理し、各学年における学習活動と中学年以降への展開は以下のような流れとしてはどうか

 「②適切な取扱い」と「③特性の理解」は、「基本的な操作」の中で体験的に学ぶこととしてはどうか

Ａ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

文
字
を
書
く
こ
と

Ｂ

機
器
・
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本

操
作

基
本
的
な
操
作

①
情
報
技
術
の
活
用

総合的な学習の時間・情報の領域（仮称）

各教科等

「①活用」の中で、
体験的に慣れ親しむ②適切な取扱い

③特性の理解

ローマ字による文
字入力の学習

低学年での体験的な学びを踏まえ、系統的な学習を開始

各教科等での探究的な学びを支える

（学習活動の例）各教科等において、
・自身の情報端末のIDやパスワードは他人に教えない
・情報端末を正しい姿勢で使用する
・許可なく他人の写真や動画を撮らない 等 13

令 和 7 年 1 1 月 1 0 日
情報・技術WG、生活・総合WG
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議題
(２) 高等学校国語科の現状と課題について
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１．科目構成
必履修科目：
国語総合(4)（Ａ 話すこと・聞くこと／Ｂ 書くこと／Ｃ 読むこ
と ＋ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）
選択科目：
国語表現(3)、現代文A(2)、現代文B(4)、古典A(2)、古典
B(4) の5科目
２．改訂趣旨
必履修科目：
 「国語総合」
・総合的な言語能力を育成する科目として設定され、選択科
目や他の科目等の学習の基本、言語活動の充実に資する
国語の能力、社会人として必要な国語の能力の基礎を確実
に身に付けることをねらいとした

選択科目：
「国語総合」の各領域の内容を発展させた科目で構成
 「現代文A」 「読むこと」の近代以降の文章の分野と「伝統

的な言語文化と国語の特質に関する事項」の内容を発展
 「現代文B」  近代以降の文章を読むことと、総合的な言

語能力の育成の発展
 「古典A」 「古典B」 「読むこと」の古典の分野と「伝統的

な言語文化と国語の特質に関する事項」の内容を発展
  「国語表現」 「話すこと・聞くこと」「書くこと」と「伝統的な言

語文化と国語の特質に関する事項」の内容を発展
以上の科目のうち、 「A」を付す科目は言語文化の理解を中

心とする科目、「B」付す科目は読む能力を中心に育成する科
目として科目の性格を明確化した。

高等学校国語科の科目構成 ～平成21年改訂と平成30年改訂との比較～
【平成21年改訂】

※科目名隣の（ ）内の数字は標準単位数

【平成30年改訂】（現行）
１．科目構成
必履修科目：
・現代の国語(2) 〔知識及び技能〕＋〔思考力、判断力、表現力等〕(Ａ 話すこと・聞く
こと／Ｂ 書くこと／Ｃ 読むこと)
・言語文化(2) 〔知識及び技能〕＋〔思考力、判断力、表現力等〕(A 書くこと／B 読む
こと)
選択科目：
論理国語(4)、文学国語(4)、国語表現(4)、古典探究(4)の4科目
２．改訂趣旨
必履修科目：
 「現代の国語」
・実社会における国語による諸活動に必要な資質・能力に主眼を置く科目として設定
し、「「話すこと・聞くこと」「書くこと」の指導が十分に行われていない」という課題の解決
を図る

 「言語文化」
・上代から近現代に受け継がれてきた我が国の言語文化への理解を深める科目として
設定し、「言語文化への理解を深めるという観点が弱く、学習意欲が高まらない」という
課題の解決を図る

以上のように、2科目に分けることで課題の確実な解決を図るとともに、これからの時代に
必要とされる資質・能力の確実な育成を目指した。また、それぞれの科目の「読むこと」で
扱う教材の文章の種類を明確に示した。
選択科目：
「思考力・判断力・表現力等」の言葉の働きを捉える三つの側面の資質・能力の育成と
と古典を学習対象とした科目で構成
 「論理国語」 「創造的・論理的思考」の側面を育成
 「文学国語」  「感性・情緒」の側面を育成
 「国語表現」  「他者とのコミュニケーション」の側面を育成
 「古典探究」 古典の意義や価値について探究する資質・能力を育成
以上の4科目について、生徒の進路や関心に応じて、専門的・集中的に深く学ぶことを

重視し、全て4単位で設定
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これまでの科目変遷

現行（平成30年3月告示）

※共通必履修※選択必履修
※２領域１事項から３領域１事項へ

平成11年3月告示

国語表現Ⅰ
（2単位）

国語総合
（４単位）

※共通必履修

古典講読
（2単位）

現代文
（４単位）

古典
（４単位）

国語表現Ⅱ
（2単位）

国語総合
（４単位）

古典A
（2単位）

現代文A
（２単位）

現代文B
（４単位）

国語表現
（３単位）

古典B
（４単位）

古典探究
（４単位）

文学国語
（４単位）

国語表現
（４単位）

論理国語
（４単位）

現代の国語
（２単位）

言語文化
（２単位）

社会人として必要と
される基礎的な言語
力を育成。
小さい単位数の必
履修の設置。

近代以降の文章と古
典のそれぞれの分野を
独立させ、分化的・発
展的学習の科目を設
置。
柔軟な科目選択を行
える単位数。

社会人として必要な国
語の能力の基礎を身に
付ける。
総合的な言語能力の
育成。

従前の科目を受け継
ぎつつ、生徒の多様性
に対応。
言語文化についての指
導を重視。

これからの時代に必要と
される資質・能力を明確
にする観点から、高等学
校国語科の確実な課
題解決を目指して2科
目化。

必履修科目 必履修科目 必履修科目

選択科目 選択科目
選択科目

平成21年3月告示

「思考力、判断力、表現
力等」の言葉の働きを捉
える三つの要素と、古典
に関する科目を設置。
資質・能力を明確にし、
専門的な学びを可能とし
た科目設定。
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高等学校国語科における現状と課題、学びの変化

２．高等学校国語科を巡る社会状況を踏まえた学びの変化
（１）知識の定着と深い理解の実現
・ 小・中学校との系統性を踏まえつつ、知識を確実に定着させる
とともに、それを運用したり統合したりしながら深い理解へとつなげ
ることが求められている。

（２）現代社会で求められる言語能力の高度化
・ デジタル化・AIの進展、情報環境の高度化により、目的や場
面に応じて適切に伝える力や、他者と協働しながら思考を深め
合意形成を図る力など、現代社会で求められる言語能力は一
層高度化している。

（３）文理横断的な視点や情緒・感性を育む学びの重要性の
高まり

・ 文理問わず、人間ならではの情緒・感性を生かしながら、複雑
な課題の解決に向けて判断する力がより重要になっている。

（４）コミュニケーション力を育成する学びの不足
・ リアルなコミュニケーションの重要性が高まる中、自らの考えを言
葉にし、文章・口頭の双方において、論理的かつ説得的に表現・
対話する力の育成がより必要となっている。

１．現状と課題
（１）必履修科目
①現状
・ 必履修科目の２科目化により、実社会で必要な国語の知
識・技能、言語文化への理解と、それぞれの科目が重視する学び
が明確化されたことで、

 「話すこと・聞くこと」「書くこと」の指導への教師の意識の変化
 教材に依存した指導、文学的文章の内容理解偏重の指導、古

典文法に偏った指導の改善
などに一定の成果があった。
②課題
・ 一方で、現行の必履修科目では、各科目の役割や内容が必ず
しも十分に整理されているとは言えず、明確化した教材の文章の種
類と各科目で育成する資質・能力の関連が十分に意識されにくいと
いう指摘がある。

（２）選択科目
①現状
・ 生徒の進路や関心に応じて、専門的・集中的に深く学ぶことを重
視した選択科目にすることにより、それぞれの科目の趣旨に応じた専
門的な学びが充実した。
②課題
・ 一方で、選択科目がいずれも４単位科目であるため、教育課程
編成上の制約から生徒の科目選択の幅が十分に確保できない状況
が起こり、選択科目の履修等に偏りが生じている。

３．論点
・ 上記１、２に掲げた観点を踏まえつつ、人生を舵取りする力と、民主的で持続可能な社会の創り手育成に向けて、資質・能力をバランスよく

育成するとともに、多様な学校や生徒の実態に応じた選択の幅を確保する観点から、今後の高等学校国語科の在り方として、どのような改善
を図っていくべきか。
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現行の高等学校国語科の科目履修状況（推計）

教科書の需要数を元に、文部科学省で推計（必履修科目の「現代の国語」
「言語文化」の需要数を履修率100%（差があるため平均をとる）として、他
科目の履修率を推計）R7年度の値を参照

科目 履修率
現代の国語 100%
言語文化 100%
論理国語 77%
文学国語 49%
国語表現 16%
古典探究 87%

令和７年度公立高等学校における教育課程の編成・実施状況調査の結果

１ 年次  ２年次   ３年次   単位制   １ 年次  ２年次   ３年次   単位制 
現代の国語     9 5 . 2 % 1 . 2 % 0 . 9 % 1 1 . 7 % 8 3 . 7 % 1 6 . 3 % 3 . 6 % 5 . 2 % 1 0 0 . 0 %
言語文化    9 4 . 9 % 3 . 0 % 1 . 8 % 1 2 . 0 % 8 0 . 1 % 2 1 . 2 % 2 . 9 % 5 . 2 % 1 0 0 . 0 %
論理国語    0 . 0 % 8 1 . 4 % 8 5 . 0 % 1 1 . 1 % 0 . 0 % 4 2 . 7 % 4 8 . 9 % 2 . 9 % 8 3 . 6 %
文学国語    0 . 0 % 5 3 . 8 % 5 6 . 8 % 8 . 1 % 0 . 0 % 3 0 . 6 % 3 5 . 5 % 2 . 0 % 6 9 . 0 %
国語表現    0 . 0 % 9 . 0 % 2 3 . 7 % 4 . 2 % 0 . 3 % 9 . 4 % 2 6 . 1 % 1 . 0 % 4 9 . 1 %
古典探究    0 . 3 % 7 9 . 3 % 7 7 . 5 % 9 . 6 % 0 . 0 % 2 2 . 8 % 2 5 . 1 % 2 . 0 % 6 9 . 6 %

総合学科  

国語

普通科等    専門学科  
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１ 生活に必要な国語の能力を高め，言語文化に対する理解を深め，思考力・批判力を伸ばし，心情を豊かにして，言語生活の向上を図る。
２ 経験を広め，知識を求め，教養を高めるために，また，思想や感情を人に伝えるために，目的や場に応じて正しく的確に理解し表現する態度や技能を養う。
３ ことばのはたらきを理解させ，国語に関する知識を高め，国語に関する関心や自覚を深めて，国語を尊重し，その発展に寄与する態度や習慣を身につけさせる。

昭和３５年改訂（告示）目標

生活に必要な国語の能力を高め，国語を尊重する態度を育てる。
このため，
１ 国語によって的確に理解し表現する能力と態度を養う。
２ 国語による理解と表現を通して，思考力・批判力を伸ばし，心情を豊かにする。
３ 国語による伝達を効果的にして社会生活を高める能力を伸ばし態度を養う。
４ 言語文化を享受し創造するための基礎的な能力を伸ばし態度を養う。
５ 国語に対する認識を深め，言語感覚を豊かにし，国語を愛護してその向上を図る態度を養う。

昭和４５年改訂（告示）目標

昭和５３年改訂（告示）目標
国語を的確に理解し適切に表現する能力を身につけさせるとともに，言語文化に対する関心を深め，言語感覚を豊かにし，国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。

平成元年改訂（告示）目標

平成１１年改訂(告示) 目標

平成２１年改訂(告示) 目標

国語を的確に理解し適切に表現する能力を身に付けさせるとともに，思考力を伸ばし心情を豊かにし，言語感覚を磨き，言語文化に対する関心を深め，国語を尊重し
てその向上を図る態度を育てる。

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力を伸ばし心情を豊かにし，言語感覚を磨き，言語文化に対する関心を深め，
国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像力を伸ばし，心情を豊かにし，言語感覚を磨き，言語文化に対する関
心を深め，国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。

高等学校国語科における教科目標の変遷

平成３０年改訂(告示) 目標
言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。
（2）生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。
（3）言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を
     図る態度を養う。
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学習指導要領 領域構成 科目（◎：必履修、〇：選択必履修）
昭和３５年改訂（告示） Ａ（聞くこと、話すこと）、（読むこと）、（書くこと）

Ｂ ことばに関する事項 ◎現代国語      〇古典甲
〇古典乙Ⅰ       古典乙Ⅱ

昭和４５年改訂（告示） Ａ 聞くこと、話すこと
Ｂ 読むこと
Ｃ 書くこと
ことばに関する事項

◎現代国語      ◎古典Ⅰ甲
 古典Ⅰ乙      古典Ⅱ

昭和５３年改訂（告示） Ａ 表現
Ｂ 理解
〔言語事項〕

◎国語Ⅰ          国語Ⅱ
 国語表現       現代文
 古典

平成元年改訂（告示） Ａ 表現
Ｂ 理解
〔言語事項〕

◎国語Ⅰ          国語Ⅱ
国語表現  現代文
 現代語  古典Ⅰ
 古典Ⅱ          古典講読

平成１１年改訂（告示） Ａ 話すこと・聞くこと
Ｂ 書くこと
Ｃ 読むこと
〔言語事項〕

〇国語表現Ⅰ   国語表現Ⅱ
〇国語総合 現代文
 古典 古典講読

平成２１年改訂（告示） Ａ 話すこと・聞くこと
Ｂ 書くこと
Ｃ 読むこと
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕

◎国語総合  国語表現
 現代文Ａ  現代文Ｂ
 古典Ａ  古典Ｂ

平成３０年改訂（告示） Ａ 話すこと・聞くこと
Ｂ 書くこと
Ｃ 読むこと
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕

◎現代の国語    ◎言語文化
 論理国語           文学国語

     国語表現           古典探究

高等学校国語科における科目構成等の変遷
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（文化庁） 令和6年度「国語に関する世論調査」の結果の概要
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（文化庁） 令和6年度「国語に関する世論調査」の結果の概要
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高等学校学習指導要領実施状況調査 質問調査（教師用） 抜粋

19.1

9.6

61.2

31.3

17.3

48.5

2.3

8.6 2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和６年度

平成27年度

そうしている どちらかといえばそうしている どちらかといえばそうしていない そうしていない その他・無回答

質問項目：
「話すこと・聞くこと」の指導で、発表や討論に向けて、話題について検討して構成や展開を工夫したり、言葉遣いを工夫したりする
など、意図的、計画的な指導を行っている

質問項目：
「書くこと」の授業で、課題を示して書かせるだけでなく、自ら題材を決めたり、取材したりするための指導の工夫をしている

19.6

8.6

53.3

32.0 

21.9

44.3

5.3

13.4 1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和６年度

平成27年度

そうしている どちらかといえばそうしている どちらかといえばそうしていない そうしていない その他・無回答

肯定的な回答は40.9%→80.4%
「話すこと・聞くこと」の指導に対する高校教師の意識は改善されたと考えられる

※平成27年度調査は、教師質問紙調査（国語総合）による。令和６年度調査は、教師質問調査（現代の国語）による。
※令和６年度調査結果は速報値であり確定値ではない。
※同趣旨の質問項目を経年比較したものであり、質問項目の文言は多少異なる。（令和６年度調査の質問項目を掲載。）
※各回答の数値は、少数第１位までの概数で表示。肯定的な回答を求める際は、少数第２位以下も含めて計算するため、それぞれの数値は一致しない場合がある。

肯定的な回答は40.5%→72.9%
「書くこと」の指導に対する高校教師の意識は改善されたと考えられる
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高等学校学習指導要領実施状況調査 質問調査 抜粋

【教師用】
質問項目（令和６年度調査）：
「読むこと」の近代以降の文章に関する指導については、我が国の伝統と文
化に関する近代以降の論理的な文章や古典に関連する近代以降の文学
的な文章を活用するなどして、我が国の言語文化への理解を深めるよう指
導を工夫している

質問項目（令和６年度調査）：
「読むこと」の古典に関する指導については、古典について解説した近代以
降の文章などを活用するなどして、我が国の言語文化への理解を深めるよ
う指導している

※平成27年度調査は、生徒質問紙調査（国語総合）による。令和６年度調査は、
生徒質問調査（言語文化）による。

※生徒質問調査は、平成27年度、令和６年度ともに高等学校第３学年（必履
修科目で実施）を対象としている。

※令和６年度調査結果は速報値であり確定値ではない。

16.2

13.7

27.9

24.7 

25.9 

25.5

24.8

26.7

5.2

9.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和６年度

平成27年度

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 分からない・その他・無回答

質問項目：古文や漢文の学習は大切だ
11.8 18.4 24.5 37.2 8.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成27年度

11.4 19.0 25.1 36.8 7.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成27年度

質問項目（平成27年度調査）：古文は好きだ

質問項目（平成27年度調査） ：漢文は好きだ

12.7 21.3 25.2 36.9 3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和６年度

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 分からない・その他・無回答

質問項目（令和６年度調査）：古文や漢文は好きだ

【生徒用】

21.5 48.5 26.8 3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年度

そうしている どちらかといえばそうしている どちらかといえばそうしていない そうしていない

23.5 47.1 23.9 5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年度

そうしている どちらかといえばそうしている どちらかといえばそうしていない そうしていない

我が国の言語文化への理解を深めるという観点が弱い

古典への学習意欲が高まらない生徒が多い
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現
代
の
国
語

領域等 出題のねらい R6調査通過率

話すこと・聞くこと

自分の考えが的確に伝わるよう、話しの構成や展開を工夫している。
学習指導要領該当項目 Ａ話すこと・聞くこと（1）イ 37.9％

論理の展開を予想しながら聞き、話しの内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価している。
学習指導要領該当項目 Ａ話すこと・聞くこと（1）エ 41.1%

書くこと

目的や意図に応じて、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを明確にしている。
学習指導要領該当項目 B書くこと（1）ア 45.1%

自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文体、語句などの表現
の仕方を工夫している。

学習指導要領該当項目 B書くこと（1）ウ
41.4%

目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて、文章全体を整えたり、自分の文章の課題を捉え直したりし
ている。

学習指導要領該当項目 B書くこと（1）エ
61.3%

言
語
文
化

領域等 出題のねらい H27調査通過率 R6調査通過率

知識及び
技能（２）

古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語のきまり、古典特有の表現など
について理解している。

学習指導要領該当項目 知識及び技能（2）ウ
91.5％ 93.8％

時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解を深め、古典
の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解している。

学習指導要領該当項目 知識及び技能（2）エ
48.2% 49.6%

読むこと

作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めている。
学習指導要領該当項目 B読むこと（1）エ 38.8% 45.3%

作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語
文化について自分の考えをもとうとしている。

学習指導要領該当項目 B読むこと（1）オ
12.8% 35.4%

令和６年度 高等学校学習指導要領実施状況調査結果（抜粋）

※令和６年度調査結果は速報値であり確定値ではない。
※令和６年度調査の「言語文化」については、平成27年度調査の「国語総合」との経年変化をみるため、同様の問題を出題している。 26



現行の高等学校国語科 科目の目標

27

科目名 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等
必
履
修
科
目

現代の国語
（1）実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け
るようにする。

（2） 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自
分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言語文化
（1）生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や
技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対す
る理解を深めることができるようにする。

（2）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自
分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

選
択
科
目

論理国語
（1）実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け
るようにする。

（2）論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造的
に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，
自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

文学国語
（1）生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や
技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対す
る理解を深めることができるようにする。

（2）深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに，
創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力
を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる
ようにする。

国語表現
（1）実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け
るようにする。

（2）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばし，実社会における他者との多様な関わりの中で
伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりする
ことができるようにする。

古典探究
（1）生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や
技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文
化に対する理解を深めることができるようにする。

（2）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばし，古典などを通した先人のものの見方，感じ方，
考え方との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考
えを広げたり深めたりすることができるようにする。
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